
深川東京モダン館の情報誌 2025 年 7月　第 144 号

1

深川東京

モダン館だより

7 月のカレンダー
催し物の詳細は 2面をご覧ください

開館時間　10：00-18：00
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おきがる講座 圓橘の会

キッチン
松ぼっくり 営業日

おきがる講座

※受付は各日とも当日の10：00から（開館は10：00）
※完売次第、閉店いたします　※ラストオーダーは13：30です
※ご予約はできません　※メニューを一部変更する場合があります
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モダン館
円楽一門会
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講談会

キッチン
松ぼっくり 営業日

ふかにこ
ファクトリー

7月10日（木） 11：45-14：00
タコライス 
卵スープ  デザート（ピーチボート）

7月24日（木） 11：45-14：00
チキンライス ホワイトソース
野菜スープ　フルーツゼリー

揚げパンは 1個50円

懐かしい給食の味！

850 円

キッチン松ぼっくり

写真はイメージです

10 日 24 日◆

◆
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7 月の催し

共催

※7月15日（火）10時から受付開始

噺 + 話

共催

7月5日（土）14：30～　（開場14：00）

圓橘の会

+龍澤 潤「演題にちなんだ話」

いずれも　受講料：500円　定員：50名（要予約）　講師：龍澤 潤（深川東京モダン館）

おきがる講座主催

※7月8日（火）10時から電話で受付予約

7月25日（金）14：00～15：30　

7月1日（火）14：00～15：30　「永代寺」 2023年4 月と同内容

※6月17日（火）10時から電話で受付予約

再

江東区の歴史を学ぶ講座

「越中島の陸軍糧秣廠」

モダン館円楽一門会共催

演目は当日のお楽しみ +　「深川と落語にちなんだ話」　龍澤 潤

モダン講談会
夏の暑さに負けない
　講談をお届けします

共催

後援：一般社団法人日本講談普及協会・日本講談協会

定員：50 名（要予約）　 予約・当日とも 一般：3,000 円　小～高校生：1500 円
※6月17日（火）10時から電話で受付予約

神田 紫天、神田 陽乃丸、神田 紫、神田 桜子、神田 陽子　

共催

リトミック要素を取り入れたミニコンサートと
親子で一緒に楽しめる簡単な作品を作ります

※6月25日（水）10時から受付開始歌＆読み手　YUKKIY（ユッキー）　イラスト　Reap（りーぷ）ほか

0 歳から OK ！7月12日（土）11：00～12：00

定員：大人子ども合わせて 27 名　大人 1,000 円　子ども 500 円（支払い現金のみ）

7月18日（金）14：00～16：00
（開場13：30）

三遊亭 楽麻呂　全楽　鳳月　好好

予約・当日とも 2,000 円 　定員：50 名 ※6月25日（水）10時から受付開始

7月26日（土）15：00～　（開場14：30）
三遊亭 圓橘　萬丸 圓朝の三題怪談の一つ 怪談乳房榎　発端、おせき口説き

予約・当日とも 3,000 円 　定員：50 名 ※7月8日（火）10時から受付開始

7月29日（火）14：00～　（開場13：30）
柳家 小志ん「権助魚」

予約・当日とも 1,500 円 　定員：20 名
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深川東京モダン館では江東区文化観光ガイドによる館内のご案内（10時～16時）および
ご希望によりモダン館周辺のまちあるきツアー（1時間程度、11時・14時出発）を行って
います。※諸事情によりガイド不在の場合もあります。

モダン館ボランティアガイドだより 131

　もうすぐ夏祭りの季節がきます。　　　　　
　祭りはいつでも心躍るものですが夏祭りはま
た格段に楽しいものです。夏祭りと言えば深川
八幡祭りが毎年 8 月 15 日前後に開催され夏祭
りの醍醐味を充分感受することが出来ます。
　この祭りは別名「水かけ祭り」と言われるよ
うに練り歩く神輿と担ぎ手に町の人々が水をか
けまくる何とも爽快な祭りです。　　　　　　
　特に三年に一度の「本祭り」には 53 基の神
輿が氏子町内 8km のコースを水を浴びながら連
なって練り歩く「神輿連合渡御」は見応えがあ
りますし、これぞ夏祭りといった感じがします。
　この八幡祭りは江戸初期から 383 年続いてい
る伝統のある祭りで、神田明神の神田祭り、日
枝神社の山王祭と共に江戸三大祭りと呼ばれて
いるように昔から大変人気のあるものです。江
戸時代には中秋の名月 ( 暦の上では 9 月 ) に行
われた秋祭りで明治初めの旧暦から太陽暦への
変更により夏祭りとなり、それに伴い水かけも
始まったと言われています。夏祭りに限らず祭
りの華は何と言っても神輿ですが、昔から「神
輿深川、山車神田、だだっ広いが山王さん」と
うたわれていた様に八幡祭りは神輿が有名でし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　神輿製作は江戸時代には関西が主流でしたが、
東京での町神輿ブームもあり明治以降は関東で
の江戸神輿が増え、特に行徳は約 4000 基ある
江戸神輿の約半数を製作した「神輿の街」です。
八幡祭りの 2 基の本宮神輿も行徳の浅子神輿店
で作られました。浅子神輿店は 500 年の歴史を
持ち、仏師としての流れを受け継ぎ、明治から

夏 祭 り

平成まで約1,000 基の神輿製作の実績ある神輿店
です ( 現在は廃業 )。その当主は代々浅子周慶を名
乗り 2基の本宮神輿は最後の当主である第 16代
浅子周慶によって作られました。神輿は担がれて
躍動している姿ももちろん良いのですが、仏師と
しての技術に加え、神輿師として木地師、彫師、
飾師等の技術を集積した芸術品であり見ているだ
けでも感動します。現在それらは八幡宮境内のガ
ラス張りの神輿庫に並んで納められていますので
常時見ることができますが、特に黄金神輿と言わ
れている一宮神輿は、宝石も散りばめられ何度見
ても非常に見応えがあります。
　今年は本祭りではないため神輿連合渡御はあり
ませんが、8月 17日には二宮神輿も担がれる予
定ですし各町内でも祭りが開催されますので夏祭
りを楽しみにしましょう。

（文と写真　江東区文化観光ガイド　塚田　英之）
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深川東京モダン館では2階の多目的スペースと会議室をお貸し出ししています。ミーティングや

イベントを行うスペースなどにご利用ください。

◆会議室（20㎡）

　利用日時：開館日時　利用例：社内ミーティング、商談、お花・書道・語学の教室等

◆多目的スペース（80㎡）

　利用日時：開館日時　利用例：展示、イベント、社内研修、演劇の公演、講演会、教室等

貸会議室・多目的スペース

会議室多目的スペース

※料金、ご予約（ご利用日の半年
　前から受付）詳細については、　
　お電話またはメールにてお問い
　合わせ下さい。

※スクリーン、プロジェクター、
　マイクなど機器類もご利用いた
　だけますので、ご相談ください。

「深川東京モダン館だより」第144号（2025年6月19日）
発行　（一社）江東区観光協会　深川東京モダン館　
〒135-0048　東京都江東区門前仲町1-19-15
TEL 03-5639-1776    FAX 03-5620-1632
Mail  info@fukagawatokyo.com
ホームページ www.fukagawatokyo.com

ガイドブック・お土産品 百圓珈琲

メトロタイムゲート
－光の柱（ルミナスライン）－

深川東京モダン館1階では、まちあるきに役立つガイドブックや

江東区の文化財ガイドなどを販売しています（お支払いは現金のみ）

・『江東区の文化財』各地域
・江東区観光キャラクター　
　コトミちゃんグッズ各種　
　（タオルハンカチ ステンレスボトル等）

・江東区の名所を描いた絵はがき
・もくレース　　　
・深川めしの素　
・ちくま味噌　甘酒
・ゲイシャコーヒー
・Ｔシャツ
・キーホルダー
　　　ほか

開館日および開館時間
　10：00-18：00
　休館日：月曜日 
　（月曜日が祝日の場合、翌火曜日が休館となります）

1F カウンターでは 100 円のコー

ヒーをご提供しております。

日替わりホットコーヒー（「小樽」

または「雅」）、「モダン館ブレンド」

（しっかり・すっきり）そして　

季節限定の「冷やし」をご用意　

しております。

まちあるきの

休憩時や会社

のお昼休み中

の一服にどうぞ。
2,500円（税込）

8/3 まで！


